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義則

議長　石川　勝治

胃嚢を章キ十∃

守水長村

つき）

の

　

い

春
あ
新
ご

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
輝
か
し
い
新
年
〃
未
年
〝
を
ご
家
族
お
揃
い
で
迎

え
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
村
政
の
推
進
に
あ
た
り
、
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
ご
協
力
と
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
衷
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
国
内
に
お
い
て
は
、
十
月

に
北
朝
鮮
で
の
拉
致
被
害
者
五
人
が
帰
国
さ
れ
∵
拉
↑

致
被
害
者
問
題
に
関
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
心
恩
恵
膏

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
国
外
で
は
モ
ス
ク
ワ
狩
守

の
劇
場
占
拠
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
爆
弾
テ
ロ

害
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
災
害
に
強
い
村

づ
く
り
に
向
け
て
、
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
村
内
で
の
各
種
事
業
が
順
調
に
推

移
し
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
、
村
議
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
、
村
民
の
皆
様
の

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ご
承
刻
朋
よ
う
に
国
内
で
は
、
未
だ
見
通
し
が
つ

ね
な
甑
経
済
不
況
が
満
い
て
い
る
中
、
国
に
お
い
て

ぬ
・
〆
構
造
群
を
地
方
分
権
、
市
町
村
合
併
が
推
進

蕃
誉
冬
草
特
に
市
町
村
合
併
問
題
に
関
し

憫

一
昨
年
に
引
き
続
き
不
穏
な
情
勢
が
続
い
て
お
浮
上
ま

す。
ま
た
、
村
内
に
お
い
て
は
、
八
月
に
ポ
ロ
狩
場
川

の
土
石
流
災
害
が
発
生
し
、
地
域
五
世
帯
が
避
難
さ

れ
、
国
道
が
四
日
間
通
行
止
め
に
な
る
な
ど
住
民
皆

様
に
不
便
を
お
か
け
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
住
み
よ
い
住
民
生
活
の

安
定
基
盤
作
り
に
対
応
し
て
の
防
災
対
策
事
業
の
推

進
を
村
議
会
共
々
関
係
機
関
に
要
請
し
て
ま
い
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
一
昨
年
の
兜
岩
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
に
続
き
昨
年
は
、
狩
場
ト
ン
ネ
ル
の
片
側
交
互
通

行
の
開
始
、
本
年
中
に
は
全
面
通
行
の
運
び
と
な
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
津
波
・
高
潮
災
害
に
対
す
る
高
潮

対
策
事
業
が
各
地
で
継
続
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
昨
年
災
害
の
あ
り
ま
し
た
ポ
ロ
狩
場
川
で
の
災

し
て
は
、
／
画
眩
お
け
る
小
規
模
町
村
の
取
扱
い
方

等
も
視
野
隠
入
れ
た
中
で
√
村
議
会
並
び
に
住
民

皆
様
と
協
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
■

ま
た
、
本
村
に
お
け
る
農
漁
業
は
、
輸
入
物
の
影

響
を
受
け
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
し
、
村
財
政
も

厳
し
い
局
面
に
至
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
皆
様
と
共

に
創
意
と
工
夫
を
も
っ
て
総
力
を
結
集
し
、
　
「
生
き

生
き
と
し
た
活
力
あ
る
村
づ
く
り
」
　
に
向
け
て
、
職

員
共
々
よ
り
以
上
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
本
年
も
健
康
で
最
良
の
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
皆
様
に
は
ご
健
勝
で
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
吉
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
議
会

活
動
に
精
励
で
き
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
地
域

の
振
興
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
尽
く
す

こ
と
の
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
り
返
り
ま
し
て
、
国
内
は
依
然
と
し
て

不
況
が
続
き
、
企
業
や
金
融
機
関
の
再
編
・

淘
汰
、
ま
た
中
小
企
業
の
倒
産
な
ど
が
数
多

く
発
生
し
、
日
本
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感

が
更
に
強
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
道
内
に
お
い
て
も
、
回
復
の
兆
し
が

見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
村
に
お
い
て
は
国
道
2

2
9
号
の
防
災
対
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
狩
場
ト
ン
ネ
ル
が
供
用
開
始
さ

れ
、
物
流
ル
ー
ト
、
生
活
基
盤
の
安
定
確
保

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
各
地
区
に
お
い
て
、
高
潮
対

策
事
業
が
継
続
実
施
さ
れ
て
お
り
、
災
害
に

強
い
村
づ
く
り
に
向
け
一
層
の
充
実
が
図
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
、
各
種
事

業
な
ど
も
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
こ
と
は
、

村
民
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
る

も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す。

一
方
、
介
護
保
険
関
係
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
、
安
全
で
快
適
な
在
宅
介
護
環

境
を
確
保
で
き
る
よ
う
議
会
も
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
問
題
を
め
ぐ
っ
て

は
、
現
在
、
国
で
小
規
模
町
村
に
関
す
る
議

論
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
税
財
源
の

動
向
が
み
え
な
い
申
、
今
後
ど
の
よ
う
な
行

っ
て
い
く
べ
き
か
な
ど
、

あ
り
ま
す
。

村
の
将
来
像
を
常
民
の
皆
様
と
共
に
、
慎
重

に
模
索
し
て
い
貯
ヱ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。私
ど
も
議
員
は
、
地
域
の
住
民
の
代
表
と

し
て
、
活
発
な
議
会
活
動
を
通
じ
て
本
村
発

展
の
た
め
、
最
大
の
努
力
を
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
年
頭
に
当
た
り
、
村
民
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

こ



厚生労働大臣表彰

徳野　智学さん（富浦）
永年にわたり、社会福祉事業に従事し業務に精励かつ、功績が顕著であ

ると認められ、11月22日徳野智学さんに厚生労働大臣表彰が伝達されまし

た。

徳野さんは、昭和34年に社会福祉法人徳美会に勤務し、昭和49年から施

設長として寿都・島牧の社会福祉施設で∠13年間活躍されています。

柔道大会で活躍

水
守
村
長
か
ら
表
彰
状
を
伝
達
さ
れ
る
徳
野
さ
ん

日
月
1
0
日
、
岩
内
町
で
全
後
志
柔
道
大
会
が
2
8
0
人
参

加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

島
牧
か
ら
も
子
供
達
が
参
加
し
、
普
段
の
練
習
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
活
躍
し
ま
し
た
。

第
2
7
回
全
後
志
少
年
柔
道
大
会

小
学
1
年
生
の
部

二
位
　
田
中
誠
也

小
学
高
学
年
の
部

二
位
　
田
中
瑞
己

三
位
　
田
宮
　
桜

中
学
3
年
生
の
部

三
位
　
藤
田
大
也

第
3
1
回
後
志
中
学
校
新
人
柔
道
大
会

軽
量
級
　
　
三
位
　
斎
藤
達
仁



甲

人口の推移と推計

区　分 �島牧村 �寿都村 �黒松内村 �合　計 

昭和50年 �3，435 �6，511 �4，692 �14，638 

昭和60年 �2，767 �5，497 �4，214 �12，478 

平成7年 �2，301 �4，405 �3，875 �10，581 

平成17年 �2，125 �3，797 �3，372 �9，294 

平成27年 �1，877 �3，138 �2，912 �7，927 

平成37年 �1，637 �2，495 �2，543 �6，675 

※　推計は、（財）統計情報研究開発センターによる

3田了村合計の年齢構成別人口割合の推測

区　分 �総人口 �高齢者 �生産年齢 �若年者 
割　合 �割　合 �割　合 

平成12年 �9，946 �29．3 �58．1 �12．6 

平成17年 �9，294 �32．0 �56．3 �11．7 

平成22年 �8，613 �33．6 �55．3 �11．1 

平成27年 �7，927 �35．2 �53．9 �10．9 

平成32年 �7，279 �36．1 �53．0 �10．9 

3町村の人口構成を分析すると、いずれも若年者

人口・生産年齢人口が減少し、高齢者人口が確実に

増加する傾向にあります。

少子・高齢化と人口の減少は、地方交付税に大き

く影響し、制度の見直しにより人口規模の小さい自

治体にとっては、今後、より厳しい財政運営が予想

されています。

圏開
削鞄

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

3
町
村
の
現
状
と
課
題

地
域
自
治
の
充
実

こ
れ
か
ら
は
、
市
町
村
が
住
民

と
共
に
自
ら
考
え
、
責
任
を
持
っ

て
、
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
時
代
。
住
民
に
と
っ
て
身
近

な
行
政
は
、
で
き
る
限
り
住
民
に

身
近
な
市
町
村
が
担
い
、
自
己
決

定
・
自
己
責
任
の
も
と
、
地
域
の
自

治
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
行
財
政

基
盤
の
強
化
と
効
率
化
を
図
っ
て

い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

少
子
二
品
齢
化
へ
の
対
応

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
や
人
口

の
減
少
傾
向
は
、
今
後
よ
り
一
層

進
み
地
域
活
力
の
低
下
や
税
収
入

に
大
き
な
影
響
が
考
え
ら
れ
、
行

政
体
制
の
再
検
討
を
し
な
け
れ
ば

現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
困

難
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
子
育
て
支
援
策
や
高
齢

者
福
祉
な
ど
の
充
実
が
求
め
ら

れ
、
専
門
職
を
含
め
た
人
的
配
置

や
財
政
力
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
圏
の
拡
大

交
通
・
情
報
・
通
信
の
発
達
な

ど
に
よ
り
時
間
と
距
離
が
短
縮
さ

れ
、
通
勤
、
通
学
、
医
療
、
買
い

物
な
ど
、
日
常
生
活
の
活
動
範
囲

は
市
町
村
の
枠
を
越
え
て
大
き
く

広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ご
み
処
理
、
国
民

健
康
保
険
、
観
光
振
興
な
ど
の
行

政
に
お
い
て
も
広
域
的
な
枠
組
で

の
体
制
づ
く
り
が
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況

市
町
村
の
財
政
事
情
は
、
国
や

道
か
ら
の
交
付
税
や
補
助
金
な
ど

に
大
き
く
依
存
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
地
方
交
付
税
の
見
直
し
や
長

引
く
不
況
、
人
口
減
に
よ
り
今
ま

で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
な
ど

に
支
障
が
出
る
と
考
え
ら
れ
、
一

層
の
コ
ス
ト
削
減
や
自
主
財
源
の

確
保
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

3
町
村
の
概
況

島
牧
村
・
寿
都
町
・
黒
松
内
町

は
、
後
志
支
庁
南
西
部
に
位
置

し
、
漁
業
と
農
業
を
基
幹
産
業
と

す
る
農
林
漁
業
地
帯
で
す
。

島
牧
村
と
寿
都
町
は
日
本
海
沿

岸
に
伸
び
る
国
道
2
2
9
号
線
沿

い
に
、
黒
松
内
町
は
島
牧
村
東

部
、
寿
都
町
南
部
の
内
部
に
位
置

し
、
中
央
部
を
国
道
5
号
線
が
貫

い
て
い
る
。

気
候
は
寿
都
・
島
牧
は
日
本
海

に
面
し
、
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受

け
て
温
暖
で
す
が
、
年
間
を
通
じ

て
　
「
寿
都
の
だ
し
風
」
　
な
ど
風
の

強
い
日
が
多
く
、
特
に
冬
季
間
は

降
雪
が
混
じ
り
暮
ら
し
に
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
黒
松
内
は
、
噴

火
湾
か
ら
の
濃
霧
に
よ
り
夏
は
低

温
に
な
り
、
冬
は
日
本
海
か
ら
の

北
西
の
風
に
よ
り
積
雪
が
多
く
、

道
南
の
多
雪
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

土
地
利
用
の
状
況
は
、
大
部
分

が
山
林
と
原
野
に
占
め
ら
れ
て
い

る
た
め
宅
地
が
少
な
く
、
可
住
地

面
積
割
合
は
、
海
岸
線
に
位
置
す

る
島
牧
で
わ
ず
か
1
％
、
寿
都
6

％
と
低
く
、
内
陸
部
の
黒
松
内
で

も
1
2
％
を
有
す
る
程
度
と
な
っ
て

いる。3
町
村
問
は
、
そ
れ
ぞ
れ
3
0
分

程
度
で
行
き
来
で
き
ま
す
。

南
後
志
町
村
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム



村からのお射らせ霊芸芸芸芸表芸漂∵（75，6。。1〔健康福祉課、のお聞合せはこちら、おかけください〕

弁護士が相談にあたります

札幌弁護士会が岩内町で実施す
る、しりべし弁護士センターの相談
日程は次のとおりです。
1月14日（火）15日（水）

1月　29日（水）30日（木）

初回の相談は無料
事前予約制
予約受付時間10時～16時

電話　0135－62－8373

場所／岩内町高台84－3
（佐藤精肉店となり）
くつ　じ　豊　か　さ　篇　ヴ　芯　や　ハ

水道の凍結にご注意を

気温が氷点下4度以下になると、
水道の凍結事故が急激に増加しま
す。
水道管の凍結を防ぐため、忘れず
に水抜きをしましょう。

○水抜きの方法
1，蛇口を開いて水を出し、元栓
を閉めます。
2．蛇口は朝まで開いたままの状
態にしておいて下さい。

医科・歯科診療休暇について

島牧診療所の年末年始休診は、医
科が12月27日から、歯科が12月28日

から、共に1月5日まで休診となり
ます。

法定調書の提出は1月31日までに

平成14年1月1日から12月31日ま

でに、給料・報酬・料金・利子・配
当などの支払いをした者は、支払先
の住所・氏名・支払金額などを記載
した書類（法定調書といいます）を
≡　市町村経由で税務署に提出すること
十　になっています。

万一、水道管が凍って水が出ない
ときは、蛇口から床面までの管に布　≡
を巻き熱湯をかけ、15分くらいその
ままにしておいて下さい。
いくら熱湯をかけても水が出ない

場合は、蛇口を無理に回したりしな
いで、水道係まで連絡して下さい。
なお、水道凍結修理代金は別途支
払になります。

この法定調書は、1年間の支払分
を取りまとめて提出するもので提出
期限は利子・配当などの一部を除
き、平成15年1月31日となっていま

す。
法定調書は適正な課税を行うため
の重要な資料となりますので、記載
誤りの無いよう期限までに提出して
下さい。
また、給与支払い報告書を提出す
るときは、総括表を添えて受給者の
所在地の市町村にそれぞれ提出して
下さい。

1月10日は「110番の日」です

～事件・事故の緊急タイヤル～

110番は、事件や事故に「遭った
とき」「見たり問いたりしたとき」
に早く警察に知らせる緊急用の警察
通報電話です。
110番を、おかけになったときは、

次のことをお聞きしますので、落ち
着いて話して下さい。
①何がありましたか？
（交通事故、泥棒など）
②いつどこでですか？
（事件・事故のあった時刻、場所、
近くの目標物など）
③犯人は、今いますか？
（人数、人相、服装、凶器、特徴など）
④犯人はどの方向へ、どうやって逃
げましたか？
（逃走方向と徒歩か車か、車の色、
ナンバー、特徴など）
⑤今どうなっていますか？
（事件や事故の様子、けが人、救急
車の手配など）
⑥あなたは？
（通報者の住所、氏名、電話番号、
事件・事故との関係など）

○急がない各種の相談などは、01
38－51－9110か　♯911

0へかけてください。

○聴覚障害の方は、メール機能付携
帯電話により「聴覚障害者用メール
110番」を利用して110番通報するこ

とができます。

支給の請求は慎重に！
国民年金の老年基礎年金は、原則として65歳から支給されますが、希望すれば65歳前でも希望の時期から

受取けることができます。

ただし、別表のとおり年金額が減額（繰り上げ支給）され、生涯この率で年金を受けることになります。

1．障害基礎年金や寡婦年金は受けられません。

2．昭和16年4月1日以前生まれ……老年基礎年金の繰り上げ支給を受けている間（65歳に達するまで）

特別支給の老年厚生年金や退職共済年金は全額支給停止になります。

また、繰り上げ支給の老年基礎年金を受けている間、

厚生年金などに加入した場合は、老年基礎年金は全額支

給停止になります。

3．昭和16年4月2日以降生まれ……繰り上げ支給の老齢

基礎年金と報酬比例部分の老齢厚生年金、退職共済年金

の両方を受けることができます。

4．65歳前に遺族厚生年金や遺族共済年金を受けられるよ

うになった時は、繰り上げ支給の老齢基礎年金との選択

になります。

羞

繰り上げ支給の減額率

請求時の年齢 �昭和16年4月 �昭和16年4月 
1日以前生まれ �2日以降生まれ 

60歳 �42％ �30％ 

61歳 �35％ �24％ 

62歳 �28％ �18％ 

63歳 �20％ �12％ 

64歳 �11％ �6％ 



中山陸悦くん（平成3年10月16日生12歳）

趣味　プラモデル作り

どんなお父さんですか？

面白いお父さん

お父さんへ一言

今年は去年よりたくさんイカを捕ってください

今年1年の目標は何ですか？

野球をがんばる日

中山隆徳さん（昭和42年9月30日生　36歳）

趣味　労働のあとの一杯！！

どんな子供ですか？

やさしい子

子供へ一言

今年は去年より良い成績を！！

今年1年の目標は何ですか？

家族みんなが健康でいられるように！

今日もパソコンに向かう木村さん親子（栄磯）

木村洋輔くん（平成3年10月15日生12歳）

趣味　バドミントン

どんなお父さんですか？

いつもパソコンをやっている

お父さんへ一言

仕事をがんばってほしい

今年1年の目標は何ですか？

勉強をがんばる

木村博文さん（昭和30年1月1日生　48歳）

趣味　パソコンや電気製品の分解や組立など

（修理ではありません！）

どんな子供ですか？

勉強やスポーツにも興味を持ち始め、頑張っ

ている

子供へ一言

目標を持って、地道に頑張ってほしい

今年1年の目標は何ですか？

自分自身に不足している能力や技術を習得

し、職場や家庭で役立てたい。

明
け
・
ま
し
て

£
ふ
こ
て
と
う
ご
ざ
い
ま
す

私
た
ち
親
子
で

未
　
（
ひ
つ
じ
）
　
年
生
ま
れ
で
す

占
い
は
…
美
男
美
女
が
多
く
、
両
親
や
兄
弟

と
一
緒
に
住
む
と
い
う
宿
命
を
持
っ
て
い
る
と

か
？
周
囲
を
気
に
せ
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
で
何
事
も

や
り
と
げ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
内
面
は
デ
リ

ケ
ー
ト
で
物
事
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
人
が
多
い

よ
う
で
す
。

未
　
（
ひ
つ
じ
）
　
年
生
ま
れ
の
親
子
に
新
し
い

年
の
目
標
な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

イ
カ
漁
に
出
漁
前
の
中
山
さ
ん
親
子
　
（
千
走
）



脱サラ…

潜の射塑二

だには御興を担い

大漁だと思わず力が入る

冬は時化続きで陸の作業が続く

き
．
い
．
仕
事
　
体
重
用
言
宜

冷
た
い
風
が
吹
く
中
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
作
業
に
精
を
出
す
東
京
出

身
の
秋
田
知
典
さ
ん
　
（
4
1
歳
）
。

一
昨
年
3
月
ま
で
、
東
京
の
豊
島
園
遊
園
地
に
2
2
年
間
勤
務
し
、
課
長

代
理
を
し
て
い
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
影
響
と
追
い

討
ち
を
か
け
た
長
引
く
不
況
に
、
先
を
見
越
し
て
退
職
。

転
職
希
望
の
職
種
は
、
父
の
仕
事
の
関
係
で
子
供
の
こ
ろ
四
国
で
過
ご

し
た
時
に
憧
れ
て
い
た
漁
師
。

全
国
の
漁
協
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
職
探
し
が
な
か
な
か
見

つ
か
ら
ず
、
2
0
数
箇
所
目
に
し
て
や
っ
と
漁
業
研
修
生
募
集
先
の
島
牧
へ

昨
年
4
月
に
や
っ
て
来
た
。

し
か
し
、
望
ん
だ
仕
事
と
は
い
え
、
そ
う
甘
く
な
い
。
腕
力
も
経
験
も

知
識
も
な
い
中
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
慣
れ
な
い
海
と
陸
の
仕
事
が

連
続
続
く
。
し
か
も
天
候
に
よ
っ
て
作
業
内
容
が
変
わ
る
。
浜
言
葉
も
通

じ
な
い
。
技
術
と
体
力
が
も
の
を
い
い
、
休
む
暇
が
な
い
。
番
屋
に
住
み

込
み
、
毎
日
が
漁
業
修
業
に
明
け
暮
れ
る
。

「
正
直
言
っ
て
、
仕
事
は
厳
し
い
」

と
話
し
た
。
　
「
楽
し
む
余
裕
な
ど

な
く
、
仕
事
を
覚
え
る
の
が
精
一
杯
。
仕
事
が
終
わ
る
と
一
日
の
満
足
感

と
充
実
感
で
酒
が
う
ま
い
。
」
　
と
も
。

4
月
か
ら
7
月
ま
で
の
研
修
生
の
期
間
が
終
了
し
、
現
在
は
大
規
模
定

置
漁
を
営
む
丸
和
漁
業
生
産
組
合
で
働
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
先
を
尋
ね
る
と
　
「
1
月
と
2
月
は
漁
が
一
時
休
業
に
な
り
親

の
所
に
戻
る
が
、
充
電
期
間
を
終
え
て
、
3
月
か
ら
親
方
が
使
っ
て
く
れ

る
な
ら
来
る
」
　
と
力
強
い
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。

今
年
も
ま
た
、
北
の
海
で
き
つ
い
修
業
が
待
っ
て
い
る
…
…
。

東
京
の

秋
田
さ
ん



係長　川岸節男（右）
（字永豊出身　平成2年4月採用）

社会教育主事　鈴木健二（中）
（余市町出身　平成13年4月採用）

係長　高谷次彦（左）
（余市町出身　昭和55年5月採用）

主な仕事内容
生涯学習係
○講座の開設や講演会・展示会
○文化財に関わること
○学校教育と社会教育の融合事業
○体験学習の提供
○家庭教育などの学習提供 など
生涯スポーツ係
○社会体育機関・施設の設置、管理
○体育指導員およびスポーツ表彰審議会委員の会議
○スポーツの振興、普及、講座、教室、大会の開催
や奨励
○スポーツ活動による健康増進
○野外活動や自然体験活動 など

係から一言
生涯学習係・生涯スポーツ係では、各種文化、スポーツ事業を実施しています。

地域の皆さんとは、何かと接する機会が多い係ですので、気軽に事業に参加してください。

皆さんと共に生涯学習による、村づくりを進めていくため努力しています。

′′1■、－
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1

1

当
時
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
1
2
0
0
0
体
も
贈
ら
れ
た
こ
の
人
形
は
、
戦

時
中
は
敵
国
の
人
形
と
し
て
多
く
が
処
分
さ
れ
、
現
在
、
全
国
で
3
0
0

体
に
も
満
た
な
い
数
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
の
一
体
　
「
べ
テ
ィ
ー
∵
ジ
ェ
ー
ン
」
　
は
、
暗
い
時
代
を
生
き
延

び
、
7
5
年
も
の
間
、
小
学
校
児
童
と
教
師
の
思
い
や
り
に
よ
り
守
ら
れ
、

美
国
小
学
校
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
間
校
長
先
生
は
、
　
「
時
代
を
語
る
員
重
な
教
材
な
の
で
、
子
供
達
の

学
習
の
糧
と
し
て
活
用
し
、
地
域
の
大
き
な
財
産
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
　
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

青
い
目
の
人
形
を
守
り
続
け
る

美
国
小
学
校
（
積
丹
町
）

昭
和
2
年
に
　
「
日
米
親
善
の
象
徴
」
　
と
し
て
、

日
本
の
小
学
校
に
贈
ら
れ
た
「
青
い
目
の
人
形
」

A
と
ま
萄
⑬
雛
齢
関
係
里

後
志
広
域
広
報
シ
リ
ー
ズ
…
㊨



11月14日　島牧小学校でNHKテレビ「お～い

ニッポン1000人　メッセージ」の収録が行なわれま

した。

村内から7組が出演し、島牧の様子や離れて暮らす

家族・友人へメッセージを発信します。

皆
さ
ん
も
茶
会
を

彗
ノ
ル
で
み
ま
せ
ん
か

茶
道
愛
好
会

「
一
怨
か
ら
ピ
ー
ス
フ
ル
ネ
ス

を
」
　
と
い
う
理
念
の
も
と
に
、
お

茶
が
好
き
で
茶
道
を
学
ん
だ
私

達
。
皆
さ
ん
か
ら
　
「
お
い
し
い
」

と
二
言
、
喜
ん
で
く
だ
さ
れ
ば
嬉

し
い
の
で
す
。

秋
の
日
の
ひ
と
と
き
を
和
や
か

に
一
怨
を
喫
し
て
、
す
こ
し
で
も

日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
て
い
た

だ
き
、
「
一
期
一
会
」
　
の
心
に
浸

っ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

諸
先
輩
か
ら
続
く
3
0
余
年
の
会

で
す
。
何
事
も
続
け
る
こ
と
は
難

し
い
の
で
す
が
、
茶
道
が
好
き
！

と
の
こ
と
だ
け
で
、
何
時
で
も
心

通
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
茶
人
仲

間
で
す
。
私
達
は
、
茶
道
の
流
儀
作
法
を

取
得
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
歴
史

に
触
れ
、
四
季
の
移
ろ
い
を
雪
月

花
の
世
界
を
知
り
、
又
、
学
ぶ
こ

と
で
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
生

か
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
の
文
化
祭
茶
会
に
、
お
釜

を
か
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
事
を

念
じ
っ
つ
　
「
茶
の
縁
」
　
を
拡
げ
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。



み廿ん日金jLで日守口る

絵本は想像力を豊かにします

みんなで食べるとおいしいね

【遊んで育つ】

乳幼児期は遊びの中から感覚を働かせる、物を作

る、想像する、人と関わることを学んでいきます。大

人にとっては、たかが遊びかもしれませんが乳幼児期

は遊びを通じて心も体も育っていきます。

う

1
2
月
4
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
「
に
じ
の
会
」
　
の
協
力
を
得
て
、

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
中
か
ら
様
々
な
刺
激
を
受
け
、
い
ろ
い

ろ
な
も
の
に
興
味
を
示
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
通
し
て
自
分
で
考
え
た
り
、
工
夫
し
た
り
、
友
だ

ち
と
協
力
し
合
い
、
様
々
な
知
識
を
得
て
い
き
ま
す
。

子
供
は
遊
ぶ
こ
と
が
大
切

【
食
べ
て
育
つ
】

子
ど
も
が
料
理
や
片
付
け
に
興
味
を
示
す
よ
う
に
な

っ
た
ら
で
き
る
限
り
や
ら
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
は
じ

め
は
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
り
、
そ
ば
で
見
て
ハ
ラ
ハ

ラ
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
　
「
自
分

で
や
っ
て
み
た
い
」
　
と
い
う
自
立
心
を
尊
重
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
自
分
で
作
っ
た
物
は
格
別
お
い
し
く
感
じ

ら
れ
、
残
す
子
も
少
な
い
よ
う
で
す
。

【
作
っ
て
育
つ
】

物
を
作
る
こ
と
の
達
成
感
は
自
信
へ
と
つ
な
が
り
、

そ
し
て
物
を
大
切
に
す
る
心
、
作
っ
た
人
へ
感
謝
す
る

優
し
さ
も
芽
生
え
て
き
ま
す
。

何
が
で
き
る
か
な
ぁ
－



健JL廣（璽整）

0インフルエンザの症状 

典型的なものは①突然の発熱②38℃を超える 

発熱③咳、のどの痛み、鼻水などの風邪の症状④ 

体のだるさ、関節痛、吐き気などの全身症状。 

無理せず静養すれば3～5日で解熱する事が多 

く、たいていは自然に治ります。 

◎インフルエンザの合併症 

抵抗力の弱い乳児や高齢者、慢性疾患患者（心 

臓・肺の病気、糖尿病など）では肺炎などの重い 

合併症を引き起こす事があります。やみくもに 

熱さましの薬を使って脳炎・脳症という死にい 

たる病気を起こす事もあります。 

◎インフルエンザの予防方法 

①人のたくさん集まる所に出ない②暴飲暴食 

を避け、休養を十分取争③うがい・手洗い④部屋 

を温かく湿度を保つ。 

流行前に予防接種すみ事で重症化は防ぐとさ 

れていますが、はっきり↓た効果は証明されてい 

ません。 

◎インフルエンザの治療 

（∋あたたかく安静にして休養を十分取る②栄 

養を取り、食欲が無くても水分をきちんと取る。 

ウイルスを抑える薬ができましたが、熱が出て 

から48時間以内に使わないと効果がありません。 

医師と良く相談してください。 

親
か
ら
芋
へ弓
l
書
経
だ
れ
る依
存
症

「
親
の
よ
う
な
酒
飲
み
に
は
な
る
ま
い
と
思
っ
た
の
に
、
い

つ
し
か
自
分
も
ア
ル
コ
ー
ル
に
依
存
し
て
い
た
」
　
「
依
存
症

の
父
の
も
と
で
育
っ
て
、
母
の
つ
ら
さ
を
感
じ
て
い
た
。
な

の
に
自
分
も
母
と
同
じ
、
依
存
症
者
の
妻
に
な
っ
て
い
た
」

「
虐
待
を
受
け
て
育
っ
た
。
子
供
を
愛
さ
な
く
て
は
と
思
う

の
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
叩
い
て
し
ま
う
」

こ
れ
は
、
依
存
症
の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
た
ち
の
声
で

す
。
例
え
ば
、
父
親
が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
場
合
、
子
供
は

ん
母
親
か
ら
「
お
父
さ
ん
の
よ
う
に
、
な
る
の
じ
ゃ
な
い
よ
」
と

多
大
な
期
待
を
か
け
ら
れ
、
よ
い
子
と
し
て
育
ち
ま
す
。
で

も
、
本
当
は
苦
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
の

で
す
。
自
分
を
抑
え
て
き
た
　
「
子
供
た

ち
」
　
は
、
や
が
て
大
人
に
な
っ
て
か
ら
、

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
、
父
と
同
じ
よ
う

に
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
走
る
の
で
す
。
家
族

島
牧
診
療
所

糸
矢
宏
志

削
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
で
起
き

ま
す
。
平
成
1
0
年
度
を
最
後
に
大
き
な

流
行
は
有
り
ま
せ
ん
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12月1日～12月31日

2日／選挙管理委員会
暮　　　／農業委員会総会
l

4日／財務行政懇話会

5日／選挙管理委員会

6日／民生委員協議会

：　／産業建設常任委員会所菅事務調査

：10日／行革推進本部会議
■12日／例月出納検査

－17日／合併に関する住民説明会

：18日／　′′　　　′′

：19日／第4回村議会定例会

：20日／中学校終業式
！26日／小学校終業式

＼＿／

・30日／御用納め
l

l■　■ll　－　－　－　－　－　－　■　■　－　■　－　－

：は正義の味方！？らしく、ハリケンジャーや仮面ライダーにな

■　つで怪獣をやっつけてくれます。（テーマソング付きで）
l

自分とそれに変わらない遥を「お兄ちゃんだから」と抱っ

こしたり、服や靴を「自分でできるよ。」と頑張っていま

：す。友だちを大切にして＼周りに元気を与える子でいてほし
．．‥日．‥目上　いですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　（昌子さん）

のうごさ

（12月1日～12月15日住民係窓口受付分）

雷たんじょう

14．11．28　きむらひかり（木村　嘩）

（木村孝志・かおりさんのお子さん）

蠣おくやみ

14．12．3　阿部　豊　（67歳）…豊浜

｝人　口

2，233人（前月比△5人）

男：1，077人（前月比△2人）

女：1，156人（前月比△3人）

■世帯数

970戸（前月比△1戸）

編集後記

新しい気持ちで新年を迎えた。一体、未年はど

んな一年になるのだろうか？

昨年、一昨年と2人の友人の会社が倒産した。
一人の勤務先は、自社ビルを持ち、資産100億円だ

ったが……。

長引く不況は、いつまで続くのだろうか。

それにしても、あまりにも長すぎる。

これから先は、町村合併の期限も迫ってくる

し、希望に満ちた話題が乏しい。

今年こそ景気回復の兆しを期待したい。

せめて子供の元気な声と笑顔は、毎日見ていたい。

石器㍑一428日達成

盃しま �ま �さ平品三三⊥呈号諾霊篭道議誤認業漂欝統諾意浣芸農芸 
自然環境へのやさしさを考え、

，．大豆インキを使用しています。
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